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★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

「
会
」
は
沖
電
気
と
そ
の
関
連

な
ど
で
働
く
人
々
が
「
安
心
し
て

人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
」
を
願
っ

て
創
ら
れ
ま
し
た
。
正
規
・
非
正

規
を
問
わ
ず
誰
で
も
入
会
で
き
ま

す
。
略
称
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
で
す
。

仕
事
や
生
活
の
こ
と
、
世
の
中

の
事
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
少
し
で
も
明
る
い
明
日
に
な

る
よ
う
に
と
、
会
紙
は
「
あ
す
な

ろ
」

《
設
立

１
９
８
６
年
》

長
時
間
労
働
の
放
置
と
杜
撰

ず

さ

ん

な
健
康
管
理
が
断
罪
さ
れ
る
。

激
し
い
人
員
削
減
と
事
業
の
再

編
が
繰
り
返
さ
れ
る
沖
電
気
の
職

場
。
過
労
自
殺
ま
で
追
い
込
む
労

務
管
理
。
遺
族
が
労
基
署
に
訴
え

て
い
た
事
件
が
解
決
し
ま
し
た
。

５
月
１
５
日
、
「
沖
電
気
の
職

場
を
明
る
く
す
る
会
」
は
福
島
県

の
遺
族
を
招
き
「
勝
利
報
告
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

(

写
真)

会
社
や
労
働
組
合
の
社
会
的
責

任
も
問
わ
れ
、
労
務
管
理
の
改
善

が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
し
た
。

《
過
労
自
殺
事
件
の
概
要
》

沖
電
気
工
業
か
ら
沖
電
気
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
＝
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ

ト
）
に
出
向
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
男
性
（
当
時
３
５
）

が
同
社
ビ
ル
か
ら
投
身
自
殺
し
た

の
は
過
労
に
よ
る
う
つ
病
が
原
因

と
し
て
、
東
京
の
亀
戸
労
働
基
準

監
督
署
が
１
１
年
２
月
３
日
に
労

災
に
認
定
し
た
。

男
性
は
１
９
９
８
年
に
沖
電
気

に
入
社
し
、
０
５
年
に
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ

ト
に
出
向
。
０
８
年
６
月
の
配
置

転
換
後
の
２
カ
月
間
の
残
業
が
月

１
０
０
時
間
を
超
え
、
う
つ
病
を

発
症
し
た
。
自
宅
療
養
し
た
が
復

帰
後
の
０
９
年
８
月
に
自
殺
。
１

０
年
６
月
に
遺
族
が
労
災
申
請
。

認
定
後
、
遺
族
と
の
協
議
で
弔
慰

金
の
支
払
い
が
確
定
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
に
も

労
基
署
か
ら
指
導

沖
電
気
の
裁
量
労
働
制
・
ホ
ッ

プ
ワ
ー
ク
・
Ｈ
Ｏ
Ｐ
（
労
使
が
定

め
た
時
間
を
労
働
時
間
と
み
な
す

制
度
）
は
長
時
間
労
働
・
た
だ
働

き
の
温
床
。
制
度
導
入
時
か
ら
退

室
時
間
打
刻
な
ど
の
是
正
指
導
が

繰
り
返
え
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
過
労
死
事
件
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ

ネ
ッ
ト
に
も
時
間
管
理
の
是
正
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
期
の
連
結
決
算

特
別

損
失

４
２
１
億
円

毎
年
の
よ
う
に
「
経
営
危
機
」

が
言
わ
れ
、
総
人
件
費
抑
制
な
ど

の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
期
の
特
徴
は
、
特
別
損
失
が
前

年
の
４
１
億
円
か
ら
１
０
倍
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
主
な
内
容
は

・
子
会
社
の
整
理

１
１
億
円

・
有
価
証
券
評
価
損

２
５
億
円

・
特
別
退
職
金

１
１
８
億
円

・
退
職
給
付
の
改
定
２
２
４
億
円

・
光
ル
ー
タ
ー
不
具
合
１
７
億
円

特
別
利
益
は
前
年
の
約
５
億
円

か
ら
１
０
９
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

沖
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
の
完
全
子
会
社

化
で
２
７
億
円
、
退
職
給
付
の
信

託
７
４
億
円
の
利
益
な
ど
を
計
上
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
に
出
向
中
の
過
労
自
殺

労
災
認
定
で
遺
族
の
訴
え
届
く

息
子
は
戻
ら
な
い
、
胸
は
痛
み
ま
す
が

原
因
は
、
は
っ
き
り
し
た
の
で
・
・・

静
か
に
想
い
出
を
抱
い
て
生
き
て
い
き
た
い
。

《
解
決
報
告

集
会
》

１９９２年から２０年間 連結決算の実態
累計赤字（▼）１４７６億円 リストラ費用１４４４億円

２０１１年もリストラの効果なし １０回目の赤字

分
社
化
か
ら
統
合
へ
、

生
産
の
海
外
移
転

成
果
主
義
賃
金
制
度
、

労
働
時
間
管
理
の
柔
軟
化

正
規
の
非
正
規
へ
の
置
き
換
え
、

人
員
削
減

沖
電
気
で
働
く
人
の
生
活
と
健
康
破
壊
が
進
ん
だ

２
０
年

沖
電
気
に
働
く
労
働
者

の
生
活
意
識
は
「
生
活
が

苦
し
い
」
が
７
０
％
超
に

達
し
て
他
の
国
内
企
業
よ

り
１
０
％
も
高
い
。
年
休

取
得
日
数
は
１
３
日
台
で

低
迷
。
技
術
部
門
の
蕨
シ

ス
テ
ム
セ
ン
タ
で
は
午
後

８
時
以
降
退
社
す
る
労
働

者
が
４
０
％
を
超
え
、
心

と
身
体
の
不
調
を
訴
え
る

人
が
増
加
し
て
い
る
。

製
造
部
門
で
は
正
規
を

減
ら
し
非
正
規
社
員
化
が

増
大
し
て
い
る
。
非
正
規

が
８
０
％
超
の
職
場
も
あ

る
。

人
こ
そ
最
大
の
資
産

で
あ
る
＝
ド
ラ
ッ
カ
ー

１
１
年
３
月
期
、
沖
電

気
は
３
０
０
億
円
の
増
資

を
し
た
が
、
人
へ
の
増
資

計
画
の
施
策
は
な
い
。

経
営
学
者
の
ド
ラ
ッ
カ
ー

の
有
名
な
言
葉
に
学
ん
で
、

沖
電
気
の
再
建
を
考
え
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

人
員
削
減

一
万
人
超

（
４
割
減
）

リ
ス
ト
ラ
費
用
＝
特
別
退
職

金
や
構
造
改
革
費
用
の
合
計

梅
雨
に
入
り
日
々

の
天
気
が
変
わ
り

や
す
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ

の
変
化
が
あ
る
こ
と
で
四
季
の

良
さ
が
輝
き
ま
す
。
し
か
し
今

年
は
こ
の
梅
雨
が
被
災
地
に
は

厳
し
い
も
の
と
な
り
そ
う
で
す
。

▼
被
災
か
ら
二
ヶ
月
が
経
ち
ま

し
た
が
世
界
で
は
原
発
に
つ
い

て
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
２
０
２
２

年
ま
で
に
全
て
の
原
発
を
廃
止

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
、
ま

た
イ
タ
リ
ア
の
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ

州
で
は
原
発
建
設
に
関
す
る
住

民
投
票
で
９
７
％
以
上
が
反
対

の
意
思
を
示
し
原
発
復
活
を
推

進
す
る
政
権
に
大
打
撃
を
与
え

ま
し
た
。
▼
日
本
で
は
浜
岡
原

発
を
全
炉
停
止
と
し
ま
し
た
が
、

政
府
は
「
よ
り
安
全
な
原
子
力

の
あ
り
方
を
考
え
た
い
」
と
し

て
推
進
す
る
意
思
を
変
え
て
い

ま
せ
ん
。
放
射
能
災
害
は
数
十

年
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現

に
大
量
の
汚
染
水
が
海
に
流
れ

て
い
て
今
後
ど
ん
な
影
響
が
出

る
の
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
し

か
も
推
進
派
は
マ
ス
コ
ミ
や
教

育
現
場
ま

で
も
取
り
込
ん
で

「
安
全
神
話
」
を
吹
き
込
ん
で

き
ま
し
た
し
、
今
も
そ
の
体
制

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
▼
ド

イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
に
一

人
一
人
が
「
原
発
反
対
」
の
声

を
上
げ
る
こ
と
が
廃
止
へ
の
大

き
な
力
と
な

り
ま
す
。



一時金の賃金リンク割合
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ｸﾞﾚｰﾄ ﾞ４（資格・能力）の基準月額　　円
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0
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0
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沖電気

OSK開発設計

OSES

OSKの品質保証

OSES　サポート

OSKの管理スタッフ

雨
宮

処
凛
著

あ
ま
み
や

か

り

ん

生
き
地
獄
天
国

（
筑
摩
書
房

６
０
０
円
）

フ
リ
ー
タ
ー
等
プ
レ
カ
リ

ア
ー
ト
（
不
安
定
層
）
問
題

に
つ
い
て
運
動
、
執
筆
し
、

注
目
さ
れ
る
著
者
の
自

伝
。
息
苦
し
い
世
の
中
で
死

な
な
い
た
め
に
。
激
し
い
イ

ジ
メ
体
験
↓
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系

バ
ン
ド
追
っ
か
け
↓
自
殺
未

遂
↓
新
右
翼
団
体
加
入
↓
愛

国
パ
ン
ク
バ
ン
ド
結
成
↓
北

朝
鮮
、
イ
ラ
ク
へ
↓
右
翼
を

や
め
る
↓
現
在
に
至
る
ま
で
。

★ なくそう貧困 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ １ 年 ６ 月 第 ２ ７ ４ 号

安
全
衛
生
無
視

全
く
許
せ
な
い

【
東
京
】

孫
を
持
つ
身
と
し
て
は
、
全
く

許
せ
な
い
無
責
任
な
原
発
問
題
に

関
す
る
安
全
衛
生
が
学
校
教
育
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

福
島
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
被

爆
量
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
問

題
で
す
。
こ
の
件
は
、
政
府
が

「
一
時
的
に
浴
び
て
も
直
ち
に
健

康
被
害
が
出
る
値
で
は
な
い
」
と

い
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
福
島
の

子
供
た
ち
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

限
り
放
射
能
を
浴
び
続
け
る
わ
け

で
す
か
ら
、
決
し
て
「
一
時
的
」

で
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
放
射
能

汚
染
を
免
罪
す
る
よ
う
な
、
微
量

な
ら
大
丈
夫
と
い
う
見
解
は
全
く

許
せ
ま
せ
ん
。

一
体
こ
の
国
は
人
の
安
全
と
衛

生
に
つ
い
て
全
く
考
え
て
い
な
い

と
し
か
思
え
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

光
電
話
ル
ー
タ
ー
不
具
合

損
失
額
２
２
億
円

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ

広
報
か
ら
】

東
西
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
納
入
し
て
い
る

「
ひ
か
り
電
話
ル
ー
タ
ー

Ｒ
Ｔ

２
０
０
Ｋ
Ｉ
」
（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ

マ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
）
の
電
源
ア

ダ
プ
タ
ー
の
焼
損
事
故
に
た
い
す

る
リ
コ
ー
ル
が
１
月
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
総
額
負
担
額
が

５
月
１
３
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
に
１
７
億
１
２
０
０
万
円

の
特
別
損
失
を
計
上
。
今
後
の
見

込
み
額
が
５
億
３
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
全
体
の
従

業
員
一
人
あ
た
り
換
算
で
約
１
３

万
円
に
相
当
す
る
費
用
で
す
。

海
外
生
産
化
、
派
遣
社
員
化
な

ど
で
経
費
削
減
重
視
か
ら
、
品
質

保
証
重
視
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

る
事
件
で
し
た
。

職
場
が
移
動
？

全
然
知
ら
な
か
っ
た

【
埼
玉
・
本
庄
】

本
庄
工
場
か
ら
富
岡
工
場
へ
の

移
動
も
最
終
段
階
に
来
て
い
ま
す
。

５
月
に
郵
政
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
―
Ｇ
ラ
イ

ン
が
移
動
し
ま
し
た
。
６
月
に
認

識
ラ
イ
ン
が
移
動
し
て
、
ひ
と
段

落
し
ま
す
。

職
場
が
近
く
に
な
っ
て
喜
ん
で

い
る
方
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
方

は
、
負
担
が
増
え
る
状
況
で
す
。

「
自
宅
か
ら
通
っ
て
い
た
が
遠
く

な
る
の
で
ア
パ
ー
ト
を
探
し
た
」

「
た
め
し
に
電
車
で
行
っ
て
み
た

ら
、
１
時
間
か
か
っ
た
」
中
に
は

「
長
く
勤
め
ら
れ
る
か
ら
と
い
う

こ
と
で
，
今
年
入
っ
て
き
た
派
遣

の
方
は
、
職
場
が
移
動
す
る
な
ん

て
全
然
知
ら
な
か
っ
た
。
移
動
の

と
き
に
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
も
・
・
・
ど
う
な
る
か
不
安
」

ま
だ
ま
だ
移
動
に
伴
う
不
安
や
問

題
は
つ
き
な
い
よ
う
で
す
。

靴
を
重
ね
な
い
と
入
ら
な
い

狭
す
ぎ
る
ロ
ッ
カ
ー

【
群
馬
・
富
岡
】

Ａ
Ｔ
Ｍ
関
連
職
場
の
本
庄
地
区

か
ら
の
移
動
な
ど
の
影
響
で
構
内

は
人
で
一
杯
。
ア
チ
コ
チ
が
窮
屈
・

混
雑
し
て
い
ま
す

駐
車
場
、
食
堂
・
・
・
ど
こ
も

か
し
こ
も
で
す
が
、
極
め
ツ
キ
は

古
い
個
人
ロ
ッ
カ
ー
で
す
。
高
さ

は
普
通
で
す
が
幅
が
１
８
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
し
か
な
く
て
、
靴
は
２
段

重
ね
。
厚
手
の
服
は
押
し
込
ま
な

い
と
入
り
ま
せ
ん
。
構
造
改
革
で

間
仕
切
り
で
、
職
場
は
狭
く
な
る

一
方
で
す
が
、
狭
す
ぎ
る
ロ
ッ
カ
ー

か
ら
は
、
衣
服
の
悲
鳴
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

４
・
１
５
宮
城
・
操
業
再
開

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

０
８
年
１
０
月
に
沖
電
気
か
ら

ロ
ー
ム
に
売
却
さ
れ
た
半
導
体
製

造
の
職
場
は
従
業
員
が
半
減
し
て

２
３
０
０
人
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
生
産
を
し
て
い
る
Ｏ

Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
宮
城
（
宮

城
県
黒
川
郡
）
は
３
月
１
１
日
の

地
震
か
ら
生
産
の
全
面
再
開
ま
で

一
ヵ
月
を
要
し
、
被
害
額
は
２
０

億
円
以
上
と
言
わ
れ
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ

ミ
全
体
の
１
１
年
３
月
期
の
売
上

高
は
約
６
８
３
億
円
、
営
業
利
益

は
計
画
の
２
０
億
円
か
ら
約
５
億

円
程
度
に
な
り
陰
を
落
と
し
ま
し

た
。
ま
た
労
使
の
春
の
賃
金
交
渉

も
震
災
の
た
め
延
期
さ
れ
る
な
ど

の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

１
面
記
載
の
過
労
自
殺
労
災
認

定
の
遺
族
か
ら
当
会
へ
お
礼
の

便
り
が
届
き
ま
し
た
。
紹
介
し

ま
す
。

こ
の
度
の
労
災
認
定
は
、
東
京

労
働
局
地
方
労
災
医
員
協
議
会
精

神
障
害
等
専
門
部
会
の
協
議
に
お

い
て
「
精
神
障
害
に
よ
っ
て
正
常

な
認
識
、
行
為
選
択
能
力
が
著
し

く
阻
害
さ
れ
た
病
的
心
理
の
も
と

で
な
さ
れ
た
自
殺
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ

た
結
果
の
決
定
で
私
に
と
っ
て
は

悲
し
み
の
な
か
に
あ
っ
て
も
納
得

の
い
く
結
果
で
し
た
。

息
子
の
件
が
今
後
、
皆
様
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
に

改
善
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
４
４
回

賃
金
上
が
ら
ず
格
差
・
選
別
が
拡
大

成
果
・
能
力
主
義
賃
金
で

勤
続
・
生
活
無
視

「
構
造
改
革
・
リ
ス
ト
ラ
」
が
提

案
さ
れ
る
度
に
賃
金
抑
制
が
強
め
ら

れ
、
能
力
主
義
・
成
果
主
義
が
急
速

に
進
み
ま
し
た
。
製
造
費
用
に
占
め

る
労
務
費
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
し

て
１
０
・
６
％
に
。
分
社
・
非
正
規

化
も
強
め
て
職
種
や
企
業
格
差
も
進

み
ま
し
た
が
、
経
営
は
長
期
低
迷
。

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
に
必
要
な
の
は

賃
金
抑
制
で
は
な
く
技
術
革
新
で
す
。

（
一
時
金
は
賃
金
リ
ン
ク
部
分
が
８
０
％
か

ら
５
０
％
に
減
少
。
Ｏ
Ｓ
Ｋ
＝
沖
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
＝
沖
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
エ
キ

ス
パ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
）

お薦め文庫本

巨額な原子力予算（２０１１年度）４３３０億円

原発予算の３割は世論・地元対策費

金
と
原
発
の
交
換

造
作
「
安
全
神
話
」

国
が
原
子
力
推
進
の

た
め
に
使
う
宣
伝
費
や

交
付
金
・
補
助
金
予
算

は
今
年
度
が
１
４
６
１

億
円
。
東
京
電
力
の
広

告
宣
伝
費
は
１
０
年
度

が
２
４
３
億
円
。
電
力

会
社
全
体
で
は
１
０
０

０
億
円
と
も
言
わ
れ
る
。

国
と
企
業
は
安
く
て

安
全
で
環
境
に
優
し
い

と
「
洗
脳
」
す
る
た
め

に
多
額
な
電
気
料
金
と

税
金
を
費
や
し
て
き
た
。

天
下
り
容
認
で

安
全
チ
ェ
ッ
ク
不
能

電
力
会
社
の
監
督
官
庁

の
経
済
産
業
省
か
ら
電

力
会
社
へ
の
天
下
り
は

５
０
年
間
で
６
８
人
。
”

政
・
官
と
企
業
の
癒
着

を
絶
つ
”
た
め
に
大
企

業
本
位
の
政
治
を
国
民

本
位
に
転
換
す
る
こ
と

が
必
要
だ
”
と
原
発
事

故
は
教
え
た
。

（４月現在）

働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
願
っ
て
い
ま
す
。


